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酪農場のデータを使って乳牛の健康状態
を改善する！

農場の収益と乳生産に対し、死亡による廃用（死廃）は
負の影響を及ぼす。そこで死廃を指標とし、酪農場で蓄積
されている乳生産や家畜診療のデータを活用した周産期の
健康状態を監視する方法を作成した。死廃を低減するため
には、初回検定の乳成分値異常率と死産率の監視、分娩前
の牛の観察（太り具合など）および飼養環境整備、分娩直
後の牛への特別な監視が重要である。
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乾乳～分娩まで 分娩後
・産褥牛への特別な監視なし
→乳中体細胞数の異常、乳熱増加
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・牛の移動回数が多い→摂取量低下、ケトーシス増加
・牛床、休息場所が未整備→死産、第四胃変位増加
・1頭あたりの飼槽幅が狭い→摂取量低下
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図.1 死廃の発生に関連する周産期におけるリスク要因の関係

● 死廃の原因は分娩前（乾乳期）にさかのぼる！

個体観察と牛群での発生率（Web上で確認可）に注意 個体観察が重要

● こんな牛には要注意（分娩後病気になりやすい）

分娩後の取り組み

【牛群検定で監視】
・乳脂肪率異常率
・死産率
・死廃率

数値が他農場より高い
例えば･･･
牛群検定で“要改善”

【産褥牛の監視強化】
・体温測定の実施
・悪露性状の確認
・腹部の凹みの有無を確認

異常牛の早期発見・治療

①最優先に実施 Yes

監視継続

No

第四胃変位、乳成分異常、
ケトーシスが多い。

産褥熱、死産、乳熱が
多い。

②現状の整理
乳検・診療データの活用

● 酪農場のデータ利用と牛の観察を組み合わせ、酪農場の現状確認と改善対策を考えましょう。

図.2. 酪農場のデータを活用した周産期の健康状態モニタリングの考え方
・本結果は酪農関係者が周産期管理を改善する際の参考とする。
・草地型酪農地帯A農協管内の牛群検定および家畜共済を利用する76戸（放牧以外）のデータを利用。

・分娩が近い牛には快適な環境を提供しましょう。

乾乳～分娩時の取り組み
③予防のための対処
【乾乳牛の観察】

過肥である。
観察頻度：週1回程度

搾乳牛群分け、栄養設計、
繁殖管理の見直し。

牛体が汚れている。
観察頻度：週1回程度 牛床、パドックの整備。

摂取状態が悪い。
観察頻度：毎日

過密の緩和、移動回数の
削減、肢蹄の治療。

肢蹄に問題あり。
観察時期：乾乳時

肢蹄の治療。
牛床、パドックの整備。

分娩場所の環境が
悪い。

敷料の投入。
床が滑らないようにする。

【飼養管理の見直し】
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